
2017年2月20日 
パナソニック株式会社 アプライアンス社 コールドチェーン事業部 

堤 篤樹 

食品流通業界における 
パナソニックの省エネ環境ソリューション 



ATMOsphere Japan / Tokyo / 20 February, 2017 

アジェンダ 

1．近年の地球温暖化対策 

2．ノンフロンの変遷とパナソニックの取組み 

3．今後の技術革新・商品進化＋α 

4．パナソニックのグローバル展開 

5．コミットメント 

０ 



ATMOsphere Japan / Tokyo / 20 February, 2017 

地球温暖化問題 

2100年には地球の平均気温が最大約4.8℃上昇。 
（基準値1986年～2005年の平均から）出典：ＩＰＣＣ第五次評価報告書2014年 
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近年の地球温暖化対策 

2016年 
●キガリ改正 ●パリ協定発効 

 →2020年 全ての国が参加必須 
●日本のコミットメント 

先進国のHFC段階的削減／ノンフロン化が必要不可欠 

HFCを対象物質に追加、 
段階的に消費量を削減することが決定 

日本の温室効果ガス削減目標 
2030年度までに-26％／2050年度までに-80％ 

（いずれも2013年度比） 

2016 
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【日本】キガリ改正 達成へのシミュレーション 

ノンフロン化の加速 必要不可欠 

３ 
※数字は当社推定値 

2015年 

CO2 

HFC R22 

スーパー 

約60％ 

約40％ 

約0.5％ 

CO2 

HFC 

R22 CVS 

約10％ 

約3％ 

約87％ 

◆ＨＦＣの段階的削減 
     2019年  ▲10% 
       2024年  ▲40% 
         2029年  ▲70% 
           2034年  ▲80% 
            2036年  ▲85% 
 

◆Ｒ22の全廃(2020年) 
 

CO2 HFC 

約65％ 

約35％ 

2036年に目指すべき姿 2015年→2036年 
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1997年 2005年 2010年 2015年 

2015年 

フロン排出 
抑制法 

政
府
の
取
組
み 

京都 
議定書 

1997年 

2036年 

【日本】ノンフロン化 変遷 

家電 
リサイクル法 

2001年 

自動車 
リサイクル法 

2005年 

グリーン 
購入法 

2000年 

キガリ 
改正 

2016年 

パリ協定 
発効 

2016年 

2001年 

フロン回収・ 
破壊法 

※ 
●HFC-10％削減（2019年） 

HFC-36％削減（2036年） 

※2011年～13年を基準値とする 

冷媒変遷 

●パナソニック業界初 
  ノンフロン冷凍機発売開始 

エネルギー投資促進に向けた 
支援補助金（2011年～）   

先進対策の効率的実施によるCO2  
 排出量大幅削減事業(2012年～) 

先進技術を利用した省エネ型自然 
冷媒機器普及促進事業 （2014～2016年） 

■ 

■ 

■ 

●R22全廃（2020年） 

● 
※ 

■L2-Tech（先導的低炭素技術）導入 
 拡大推進事業補助金(2015年～) 

４ 

機器の進化 省エネ技術 ノンフロン化 エネルギーマネジメント 

技
術
革
新 
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ノンフロン冷凍機開発の取組み 

2009年  スーパーマーケットでの実証実験開始 

2010年：ＣＯ２冷媒採用ノンフロン冷凍機を発売 

2015年：第2世代 
            【搬送圧力コントロールタイプ】を発売 

2005年  経済産業省（ＮＥＤＯ）プロジェクトに参画 

搬送圧力コントロールタイプの特長 

冷媒圧力の均一化 

小型・軽量化 

施工性向上と施工コスト削減 
搬送圧力コントロールタイプ  ノンフロン冷凍機 

冷凍条件 
CO2削減効果 

71％ 

冷蔵条件 
CO2削減効果 

65％ 

CO2排出量 

約67％削減 

要素開発 

フィールドテスト 

国内 
初 ※ 

※6店舗の平均値、R404A冷凍機：インバーターマルチユニット、電力量CO2換算係数：0.000579t-

CO2/kWh(平成27年11月30日公表) 冷媒漏洩率：16％（平成21年3月7日付 METI｢冷凍空調機器に関す
る使用時排出等の見直しについて｣） 
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店舗・施設数 

累計約2,200店舗 

累計約 5,800台 

台数 

【日本】ノンフロン冷凍機導入実績 

パナソニックの環境省補助金採択 交付先 

６ 

※出典：環境省HPより 
台 
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2014年度～2016年度 環境省補助事業におけるCO2排出量削減実績・推測値 

2015年～2017年 
CO２排出削減量累計見込み 

 約76,000 t 

(見込み) 

(一部見込み含む) 

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000 40,000 45,000

2017年 

2016年 

2015年 

約5,500t/年 

約7,100t/年 

約5,500t/年 約6,600t/年 

約7.400t/年 約6,200t/年 

約25,000t/年 

約38,000t/年 

約13,000t/年 

ＳＭ 

ＣＶＳ 
t 

【日本】CO2排出量削減効果 
７ 
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海外の取組み 

2015 2016 2017 2036 

二国間クレジットの活用 

当該国での 
環境プログラムを活用 

6,200 

アジアでの出店数推移（スーパー・ＣＶＳ） 

6,300 

12,000 

25,000 

産機システムズ推定値 

インドネシア 
二国間クレジット 

13店舗 

マレーシア 
環境省プログラム 

1店舗 

目標 
１０，０００店舗 出店数増加  ×  環境保護 

ＣＯ２店舗拡大 

（年） 

アジアでのＣＯ２店舗を 
飛躍的に拡大 

ＣＯ２冷媒の世界標準化 
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販売戦略 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 

ス
ー
パ
ー
向
け 

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス 

冷
凍
機 

今後の技術革新と商品進化 

Ｃ
Ｖ
Ｓ
向
け 

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス 

冷
凍
機 

内部熱交ユニット 

カスケード 
ユニット 

中高温冷凍機（24HP） 

廃熱利用システム 
屋内型 水/空冷冷凍機 

（10HP/20HP） 

ＣＯ２シリーズ 
拡充 

2温度切替   

惣菜多段・セミ多段 

氷温多段   

FT 容量拡大・冷蔵系統集約（12HP） 

省エネ・省コスト 

中高温冷凍機（12HP） ｱﾌﾟﾘ拡大 更なる省エネ 

CVS省エネシステム連携 
容量範囲拡大、中温/ノンデフケース 

騒音対応 

設置フリー型冷凍機(12HP) 

    CO2、HFC RASモデル 

  CO2,HFCの外観統一 

新筐体 省コスト 

  内蔵RASモデル（上ﾕﾆｯﾄ） ラインナップ 

インバーター平型冷凍ケース 省エネ 

騒音対応 

    CO2、HFC RASモデル 

省エネ 

1Q～ 

2Q～ 

1Q～ 

3Q～ 

4Q～ 

4Q～ 

2Q～ 

新機種 
導入 

あらゆる店舗へＣＯ２ショーケースを導入 

陣容 
強化 

FT 容量アップと系統数削減 

+１６０ 
機種 

高出力 
FT 

省エネ追求と普及コストへ取り組み 

追加 
省エネ・コスト 

高出力 
容量拡大・ 

冷蔵系統集約（12HP） 

陣容 
強化 

内蔵平型   

内蔵冷凍   

店内機器 
品揃え 

省エネ コスト 共用設計推進・系統削減 

省エネ サイドフロー 10HP 
低振動タイプ 

９ 
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店舗トータルソリューション 
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動画をご覧下さい 
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グローバルに広げるパナソニック技術 

欧州 
北米 

アジア 

日本 

11 
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パナソニックのコミットメント 

  パナソニックは ＣＯ２技術をさらに磨き、 

   １．地球環境への負荷低減 

   ２．食品流通業界の発展を実現 

              を進めて参ります 
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ご清聴ありがとうございました。 


